
令和元年度　（令和2年3月31日現在）　貸　借　対　照　表

 (単位：百万円)

金 額 金 額

     （資 産 の 部）

46,407 175,716

現 金 0 支 払 備 金 17,426

預 貯 金 46,407 責 任 準 備 金 158,289

136,014 3,886

国 債 28,905 共 同 保 険 借 27

社 債 36,668 再 保 険 借 1,855

株 式 25,396 外 国 再 保 険 借 549

外 国 証 券 36,346 未 払 法 人 税 等 142

そ の 他 の 証 券 8,697 預 り 金 22

759 未 払 金 316

保 険 約 款 貸 付 4 仮 受 金 917

一 般 貸 付 755 資 産 除 去 債 務 55

102 2,178

土 地 14 46

建 物 26 553

その他の有形固定資産 61 3,574

8,754 185,956

ソ フ ト ウ ェ ア 8,468 （純 資 産 の 部）

その他の無形固定資産 286 16,808

10,994 2,814

未 収 保 険 料 133 資 本 準 備 金 2,814

代 理 店 貸 2,881 3,235

共 同 保 険 貸 27 利 益 準 備 金 482

再 保 険 貸 744 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,752

外 国 再 保 険 貸 2,865 繰 越 利 益 剰 余 金 ( 2,752 )

未 収 金 2,248 △ 195

未 収 収 益 717 22,663

預 託 金 162 7,027

仮 払 金 1,212 7,027

12,646

△ 32

そ の 他 資 産

その他有価証券評価差額金

繰 延 税 金 資 産
純 資 産 の 部 合 計 29,690

自 己 株 式

株 主 資 本 合 計

貸 倒 引 当 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

資 産 の 部 合 計 215,647 負債及び純資産の部合計 215,647

資 本 金

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

賞 与 引 当 金

価 格 変 動 準 備 金

負 債 の 部 合 計

有 価 証 券 そ の 他 負 債

科　　       　　目 科　   　　　目

（負 債 の 部）

現 金 及 び 預 貯 金 保 険 契 約 準 備 金



  1.重要な会計方針に係る事項に関する注記

     (1)有価証券の評価基準および評価方法

① 満期保有目的の債券の評価は、移動平均法に基づく償却原価法により行っております。

　 　 ② その他有価証券で時価のあるもののうち株式ならびに証券投資信託の評価は、決算日前1カ月の

   市場価格等の平均に基づく時価法、それ以外の評価は決算日の市場価格等に基づく時価法により

   行っております。

   なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原価の算定は移動平均法に基づい

   ております。

③ その他有価証券のうち時価を把握することが極めて困難と認められるものの評価は、移動平均法

　 　　　    に基づく原価法により行っております。

　　 (2)デリバティブ取引の評価基準および評価方法

　デリバティブ取引の評価は、時価法によっております。

　　 (3)有形固定資産の減価償却の方法

　有形固定資産の減価償却は、定率法によっております。ただし、平成10年4月1日以降取得した建物

      　（建物附属設備を除く）および平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備並びに構築物については、

　　　　定額法によっております。

　　 (4)無形固定資産の減価償却の方法

     　 　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（5年）に基づく定額法によってお

        ります。

     (5)外貨建資産等の本邦通貨への換算基準

     　 　外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理して

おります。

     (6)貸倒引当金の計上方法

　貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に基づき、次のとおり計上しております。

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発生してい

 　　　 る債務者に対する債権および実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権については、債権額 

      　から担保の処分可能見込額および保証による回収が可能と認められる額等を控除し、その残額を引き

 　　　 当てております。

 　     　今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額から担保の

     　 処分可能見込額および保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のうち、債務者の支払

     　 　能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。上記以外の債権については、過去

        の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を債権額に乗じた額を引き当てております。

　また､全ての債権は資産の自己査定基準に基づき､各所轄部署が資産査定を実施し、当該部署から独立

       した総合企画部が査定結果を監査しており､ その査定結果に基づいて上記の引当を行っております。

     (7)退職給付引当金の計上方法

        　退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に

基づいて、当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について

　　　　は、給付算定式基準によっております。

　過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年～14年）による定

        額法により費用処理しております。

　数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年～13年）によ

　　　  る定額法により翌事業年度から費用処理することとしております。

     (8)賞与引当金の計上方法

        　賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、当事業年度末における支給見込額を基準に計上しており

ます。

     (9)役員退職慰労引当金の計上方法

        　役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労引当金規程に基づく期末要支給額を計上してお

    　  ります。



     (10)価格変動準備金の計上方法

        　価格変動準備金は、株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第115条の規定に基づき計

    　  上しております。

 　　(11)消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管理費等の

　　    費用は税込方式によっております。

　なお、資産に係る控除対象外消費税等はその他資産（仮払金）に計上し、5年間で均等償却を行って

おります。



  2.金融商品の状況に関する事項

　　　(1)金融商品に対する取組方針
　　　　　当社は、保険引受により保険契約者から収入した保険料を将来の保険金支払原資として安全確実に保管・運
　　　　用することを目的として金融商品を利用した資産運用を行っております。当社が投資を行っている金融商品は、

　　　　金利変動等の市場リスクを負っているため、当該リスクによる不利な影響が生じないように、資産および負債

　　　　の総合的管理（ＡＬＭ）を行っております。

　　　(2)金融商品の内容およびそのリスク

　　　　　当社が保有する主な金融資産は、有価証券および貸付金であります。有価証券は、具体的には、株式、債券、

　　　　投資信託、優先出資証券、組合出資金等であり、将来の保険金支払いを安全確実に行う目的で保有しておりま

　　　　す。これらは、有価証券の発行体や貸付金の相手先の信用リスク、金利の変動リスクおよび市場価格の変動リ

　　　　スクに晒されております。

　　　(3)金融商品に係るリスク管理体制

　　　　　当社は、リスク管理委員会において諮問され、取締役会で決定された方針に基づき、財務部が金融商品取引

　　　　の実務を行っております。
　　　　　また、総合企画部において資産運用リスクについて総合的にモニタリングしており、定期的にリスク管理委

　　　 員会および取締役会へ報告しております。
① 信用リスクの管理

　　　　　　 　当社は、有価証券の発行体の信用リスクに関しては、信用情報や時価の把握を定期的に行い、信用状況に

　　　　　 応じた保有限度を設定し、残高管理をしております。

　　　　　 　貸付金に関しては、財務部において社内規程に従い、個別案件ごとの与信審査、信用情報管理、保証や担

　　　　　 保の設定、問題債権への対応など与信管理に関する体制を整備し運営しております。

　　　　　 　また、総合企画部において、信用リスクの状況についてモニタリングし、その状況を定期的にリスク管理

　　　　　 委員会および取締役会へ報告しております。

② 市場リスクの管理

　　  　 　当社は市場リスクの状況について、総合企画部において定期的に把握し、社内規程に定める運用基準に適

　　  　　 合しない状況が生じた場合には、速やかにリスク管理委員会へ報告することとしております。

　　　 (a)金利リスクの管理

　　      　 　当社は、金利リスクに関しては、有価証券の残高・含み損益の状況把握に加え、保有債券の金利感応

　　    　　 度分析等により、リスクの把握、管理を行い、定期的にリスク管理委員会および取締役会へ報告してお

　　      　 ります。

　　　   (b)為替リスクの管理

　　      　 　当社は、為替の変動リスクに関して、個別の案件ごとに管理し、その評価損益の状況を定期的にＡＬ

　　      　 Ｍ小委員会へ報告しております。
　　　 (c)価格変動リスクの管理

　　      　 　当社は、価格変動リスクに関して、時価の変動を管理しており、定期的にＡＬＭ小委員会へ報告して

　　      　 おります。

　　　　③ 資金調達に係る流動性リスクの管理

　当社は、資金繰りの状況について、十分な流動性を確保・維持するため、現預金および国内債券を始めと

する流動性の高い有価証券を十分に保有しており、その状況を定期的にリスク管理委員会および取締役会へ

報告しております。

　　　(4)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　　　　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含

　　　　まれております。当該価額の算定においては一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によっ

　　　　た場合、当該価額が異なることもあります。



  3.金融商品の時価等に関する事項

　 　令和2年3月31日における貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については、次のとおりであります。

 　なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません((注2)参照のこと）。

　 

　　(*1) 貸付金に対応する一般貸倒引当金を控除しております。

（注1） 金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券に関する事項

　資　産

　　　(1)現金及び預貯金

　　　 　預貯金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

　　　(2)有価証券

　　　 　株式は取引所の価格に、債券、投資信託は取引所の価格または取引金融機関から提示された価格に、優先

　　　 出資証券は取引金融機関から提示された価格にそれぞれよっております。

　　　 　なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、以下のとおりであります。

　　 ① 売買目的有価証券はありません。

　　 ② 満期保有目的の債券について、当事業年度中に売却したものはありません。また、満期保有目的の債券に

　　 　    おいて、種類ごとの貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額については次のとおりであります。

　　 ③ その他有価証券の当事業年度中の売却額は7,525百万円であり、売却益の合計額は817百万円、売却損の

　　　    合計額は201百万円であります。また、その他有価証券において、種類ごとの取得原価または償却原価、

　　　    貸借対照表計上額およびこれらの差額については次のとおりであります。

　　　 

　　  　　上記の表中にある「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当事業年度において、その他

　　　    有価証券で時価のある株式について1,132百万円、その他について40百万円の減損処理を行っておりま

   す。

　　　  　　なお時価のある有価証券について時価の簿価に対する下落率が30％以上の銘柄はすべて減損処理を

　　　    行っております。

　 　当事業年度中において、保有目的が変更となった有価証券はありません。

（単位：百万円）

公社債 31,721 30,631 1,089

貸借対照表計上額が 株式 17,461 9,032 8,429

取得原価を超えるも 外国証券 30,865 28,920 1,945

の その他 1,188 791 396

小計 81,236 69,375 11,861

公社債 23,128 23,204 △ 76

貸借対照表計上額が 株式 6,748 8,014 △ 1,265

取得原価を超えない 外国証券 5,481 6,303 △ 822

もの その他 4,314 4,666 △ 352

小計 39,672 42,189 △ 2,516

120,908 111,564 9,344

差額

合計

種類 貸借対照表計上額 取得原価

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預貯金 46,407 46,407 -

(2) 有価証券

満期保有目的の債券 10,724 12,124 1,400

その他有価証券 120,908 120,908 -

(3) 貸付金 759

　　貸倒引当金（＊1） △ 0

758 765 6

178,799 180,206 1,407資産計

（単位：百万円）

公社債 10,724 12,124 1,400

小計 10,724 12,124 1,400

公社債 - - -

小計 - - -

10,724 12,124 1,400

種類 貸借対照表計上額 時価 差額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

合計

（単位：百万円）

公社債 31,721 30,631 1,089

貸借対照表計上額が 株式 17,461 9,032 8,429

取得原価を超えるも 外国証券 30,865 28,920 1,945

の その他 1,188 791 396

小計 81,236 69,375 11,861

公社債 23,128 23,204 △ 76

貸借対照表計上額が 株式 6,748 8,014 △ 1,265

取得原価を超えない 外国証券 5,481 6,303 △ 822

もの その他 4,314 4,666 △ 352

小計 39,672 42,189 △ 2,516

120,908 111,564 9,344

差額

合計

種類 貸借対照表計上額 取得原価

（単位：百万円）

貸借対照表計上額 時価 差額

(1) 現金及び預貯金 46,407 46,407 -

(2) 有価証券

満期保有目的の債券 10,724 12,124 1,400

その他有価証券 120,908 120,908 -

(3) 貸付金 759

　　貸倒引当金（＊1） △ 0

758 765 6

178,799 180,206 1,407資産計

（単位：百万円）

公社債 10,724 12,124 1,400

小計 10,724 12,124 1,400

公社債 - - -

小計 - - -

10,724 12,124 1,400

種類 貸借対照表計上額 時価 差額

時価が貸借対照表
計上額を超えるもの

時価が貸借対照表計
上額を超えないもの

合計



　　　(3)貸付金

    　 　貸付金の時価の算定は、返済までの期間が1年超で固定金利が適用されている貸付ごとに、その将来キャッ

　  　 シュ・フローを残存期間に応じ、国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割引いた

　　　 現在価値により算定しております。

　　　 　また、返済までの期間が1年以内の各貸付については、時価は帳簿価額と近似していることから当該帳簿価額

　　　 によっております。

　デリバティブ取引

　　決算日におけるデリバティブ取引の該当事項はありません。

（注2） 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、金融商品の時価情報（注1）の

　　　　「資産(2)有価証券」には含まれておりません。

(*1)非上場株式および組合出資金については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認め

　られることから時価開示の対象とはしておりません。

（注3）金銭債権および満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

　　

（単位：百万円）

(1) 非上場株式(*1) 1,185

(2) 組合出資金(*1) 3,195

4,381

区分 貸借対照表計上額

合計

１年以内 １年超 5年超 10年超

5年以内 10年以内

現金及び預貯金 46,407 － － －

有価証券

　満期保有目的の債券

　　国債 － － － 10,000

　その他有価証券のうち

　満期があるもの

　　国債 1,000 13,300 3,000 －

　　社債 500 23,100 － 1,300

　　外国証券 5,589 22,419 6,480 －

貸付金 159 600 － －

53,656 59,419 9,480 11,300合計

（単位：百万円）

(1) 非上場株式(*1) 1,185

(2) 組合出資金(*1) 3,195

4,381

区分 貸借対照表計上額

合計

（単位：百万円）

１年以内 １年超 5年超 10年超

5年以内 10年以内

現金及び預貯金 46,407 － － －

有価証券

　満期保有目的の債券

　　国債 － － － 10,000

　その他有価証券のうち

　満期があるもの

　　国債 1,000 13,300 3,000 －

　　社債 500 23,100 － 1,300

　　外国証券 5,589 22,419 6,480 －

貸付金 159 600 － －

53,656 59,419 9,480 11,300合計



  4.  (1)貸付金のうち、破綻先債権額および延滞債権額は該当するものはありません。

     　  　なお、破綻先債権とは、元本または利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由に

         より元本または利息の取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金

         (貸倒償却を行った部分を除く。以下｢未収利息不計上貸付金｣という。)のうち、法人税法施行令（昭

　　　　 和40年政令第97号)第96条第1項第3号イからホまで(貸倒引当金勘定への繰入限度額)に掲げる事由ま

         たは同項第4号に規定する事由が生じている貸付金であります。

     　　　また、延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権および債務者の経営再建または

　　　　 支援を図ることを目的として利息の支払を猶予した貸付金以外の貸付金であります。

　　　(2)貸付金のうち、3カ月以上延滞債権額は該当するものはありません。

         　なお、3カ月以上延滞債権とは、元本または利息の支払が、約定支払日の翌日から3月以上遅延して

　　　 　いる貸付金で破綻先債権および延滞債権に該当しないものであります。

　　　(3)貸付金のうち、貸付条件緩和債権額は該当するものはありません。

        　なお、貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、

　　　　利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金で、

　　　　 破綻先債権、延滞債権および3カ月以上延滞債権に該当しないものであります。

　　　(4)破綻先債権額、延滞債権額、3カ月以上延滞債権額および貸付条件緩和債権額の合計額は該当するも

         のはありません。

　5. 有形固定資産の減価償却累計額は485百万円、圧縮記帳額は47百万円であります。

　6. 関係会社に対する金銭債権および金銭債務のうち、親会社に対する金銭債権総額は10百万円、金銭債務

     総額は4,561百万円であり、親会社の子会社に対する金銭債権総額は683百万円であり、金銭債務は該当

     ありません。

　7. 繰延税金資産の総額は15,627百万円、繰延税金負債の総額は2,317百万円であります。

     　また、繰延税金資産から評価性引当金として控除した金額は663百万円であります。繰延税金資産の発

     生の主な原因別の内訳は、責任準備金11,603百万円、支払備金1,398百万円、有価証券評価損623百万円、

     退職給付引当金607百万円および貸倒引当金8百万円であります。繰延税金負債は、その他有価証券にか

     かる評価差額金2,316百万円であります。

　8. 親会社株式および関係会社株式は保有しておりません。

　9. 退職給付に関する事項は次のとおりであります。

　　　(1)採用している退職給付制度の概要

　　　 　当社は、従業員の退職給付に充てるため、確定給付制度および確定拠出制度を採用しております。

　　　 　退職一時金制度では、退職給付として、給与と勤務期間に基づいた一時金を支給します。

　なお、平成31年4月に役職定年制度を廃止したことに伴い、退職一時金の制度変更を行っています。

　　　(2)確定給付制度

①退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

退職給付債務の期首残高 2,334 百万円

 勤務費用 162 百万円

 利息費用 3 百万円

 過去勤務費用の発生額 16 百万円

 数理計算上の差異の発生額 △ 96 百万円

 退職給付の支払額 △ 16 百万円

　退職給付債務の期末残高 2,403 百万円

②退職給付債務の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

退職給付債務 2,403 百万円

未積立退職給付債務 2,403 百万円

未認識過去勤務費用 △ 12 百万円

未認識数理計算上の差異 △ 213 百万円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 2,178 百万円

退職給付引当金 2,178 百万円

③退職給付債務の計算基礎

退職給付見込額の期間配分方法 給付算定式基準

割引率 0.35%

数理計算上の差異の処理年数 10年～13年

未認識過去勤務費用 10年～14年



  10.支払備金・責任準備金に関する事項は次のとおりであります。

　　　(1)支払備金の内訳

     　　支払備金(出再支払備金控除前、(ロ)に掲げる保険を除く)          7,892 百万円支払備金(出再支払備金控除前、(ロ)に掲げる保険を除く)          7,892 百万円22,511 百万円

同上にかかる出再支払備金 5,822 百万円

  差引（イ） 16,689 百万円
地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） 737 百万円

  計（イ+ロ） 17,426 百万円

　　　(2)責任準備金の内訳
普通責任準備金（出再責任準備金控除前） 100,721 百万円

同上にかかる出再責任準備金 796 百万円

  差引（イ） 99,925 百万円
その他の責任準備金（ロ） 58,364 百万円

  計（イ+ロ） 158,289 百万円

  11.１株当たりの純資産額は、184円59銭であります。

　　　　１株当たりの純資産額の算定上の基礎は次のとおりであります。

普通株式に係る純資産額 29,690 百万円

普通株式の期末発行済株式数から自己株式数を控除した株式数 160,845 千株

  12.金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。





1.関係会社に対する取引高のうち、親会社に対する収入総額は3,013百万円、費用総額は272百万円であり、
　親会社の子会社に対する収入総額は9百万円、費用総額は1,323百万円であります。

2.正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。
収入保険料 65,500 百万円
支払再保険料 13,879 百万円
       差引 51,621 百万円

3.正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。
支払保険金 41,577 百万円
回収再保険金 13,563 百万円
       差引 28,014 百万円

4.諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。
支払諸手数料及び集金費 9,789 百万円 
出再保険手数料 1,737 百万円 
       差引 8,052 百万円 

5.支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。
支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） 410 百万円
同上にかかる出再支払備金繰入額 89 百万円
       差引（イ） 321 百万円

△ 66 百万円
       計（イ+ロ） 254 百万円

6.責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。
普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） 3,723 百万円
同上にかかる出再責任準備金繰入額 △ 3 百万円
       差引（イ） 3,726 百万円
その他の責任準備金繰入額（ロ） △ 1,594 百万円
       計（イ+ロ） 2,132 百万円

7.利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。
預貯金利息 0 百万円
有価証券利息･配当金 2,545 百万円
貸付金利息 13 百万円
その他利息･配当金 0 百万円
　　　　 計 2,560 百万円

8.損害調査費並びに営業費及び一般管理費として計上した退職給付費用は243百万円であり、その内訳は
　次のとおりであります。

勤務費用 162 百万円
利息費用 3 百万円

41 百万円
△ 1 百万円

38 百万円
　　　　 計 243 百万円

9.当期における法定実効税率は27.9％、税効果会計適用後の法人税等の負担率は9.3％であり、その差異の
　主要な内訳は、受取配当金の益金不算入△18.9％、評価性引当額の増減△12.6%、住民税均等割による除
　外額10.7%であります。

10.１株当たりの当期純利益は3円5銭であります。
　 　算定上の基礎である当期純利益は491百万円、普通株主に帰属しないものは該当がなく、普通株式に
　 係る当期純利益は491百万円、普通株式の期中平均株式数は160,845千株であります。

数理計算上の差異の費用処理額
過去勤務費用の費用処理額
確定拠出年金への掛金拠出額

地震保険および自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ）




